
８月１２日（日） ■天候： 晴れ

葛飾スポーツセンター 第２試合　　３回戦 ■試合時間：　１時間３９分

球審：安藤　　塁審：小松、田中、並木

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 計 安 失

2 9 0 2 1 14 10 0

0 0 0 0 0 0 2 2

打 得 安 点 1 2 2 3 4 5 6 7 8 9

1 右         3 2 1 1 四球左安一ゴ 二失

2 二         1 1 1 1 四球左犠 右安

2 打 二       1 0 0 0 二ゴ

3 捕         2 2 2 3 中犠 左３ 死球 投安

4 左         2 0 0 0 四球四球 三併 三ゴ

5 遊         3 1 0 0 中飛四球 三振 三ゴ

6 三         3 2 3 3 一安死球 中本 中３

7 一         4 1 0 0 三振 投ゴ 捕邪三ゴ

8 投         0 2 0 0 四球四球

8 打         1 0 0 0 三振

8 投       0 0 0 0

9 中         3 3 3 2 中安左安 右安

          

          

23 14 10 10

■バッテリー ■投手成績

3

2

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 中         2 0 0 0 三ゴ 投ゴ

1 打         0 0 0 0 四球

2 左         3 0 0 0 三ゴ 遊ゴ 三選

3 遊 投       3 0 1 0 中飛 中安右飛

4 三         2 0 1 0 三振 中安

5 投 遊       2 0 0 0 三ゴ 三ゴ

6 一         1 0 0 0 死球 二ゴ

7 捕         2 0 0 0 捕邪 投ゴ

8 二         2 0 0 0 三振 二飛

9 右         1 0 0 0 三振

9 打         0 0 0 0 死球

          

          

          

18 0 2 0

■バッテリー

1 2/3

3 1/3

- 22 -

杜陵

残塁：6　併殺：0

■備考：　５回コールド

天理

残塁：5　併殺：1

■戦評

松　村　寿　也 板　屋　拓　久

菅　原　　　理

坂　下　恭　平

四球 自責

2 0

1 0

三振

兒　玉　直　道 11

10 0 3

2 0

回数 安打

田　村　康　孝

青　刈　大　和

浅　沼　　　崇

岸　本　大　志

田　村　康　孝

柴　田　智　幸

板　屋　和　政

板　屋　拓　久

投手 捕手

ポジション 氏名

合計

松　村　寿　也

下屋敷　俊　介

投手

本　間　義　康

兒　玉　直　道

捕手

本　田　雄一郎

打者

田　村　康　孝 16 5 2 1 2

松　村　寿　也 18 5 1 8 9

本　間　義　康

■投手成績

自責氏名 回数 打者

■球場：

■日時： 天理高校　対　岩手県立杜陵高校

ポジション 氏名

山　田　大　貴

本　田　雄一郎

兒　玉　直　道

本　多　幸　広

代表地区出場校名

天理

杜陵

近畿・奈良

北東北・岩手

窪　田　倫　久

横　山　　　翔

鈴　木　克　幸

名　須　和　成

加　藤　健　一

備考

四球

準々決勝の第２試合は、序盤から一方的な展開となった。天理は、１回表、先頭打者の窪田が四球を選び、２盗塁で
三進。２番横山も四球の後、３番本田の中犠飛で先取点を上げた。さらに一死後、５番加藤の一塁内野安打の間に横
山が二塁から一挙に生還し２点目が入った。杜陵の先発松村は制球に苦しみ、２回表には、３連続四死球を含む５四
死球と長短打、また守備の乱れも重なり、大量９点を献上した。代わった田村が後続を断ち、その後はやや落ち着い
た展開となる。杜陵は天理の先発本間を打ちあぐんでいた。４回裏、代わった２番手兒玉を攻め、連打するも決め手を
欠き、得点には至らなかった。一方天理は４回表、５回表と小刻みに加点し、その回までで計１４点。杜陵は５回裏も
四球と野手選択で揺さぶったがついに得点を上げることができず。５回コールドに終わる。得点差は開いたが、両チー
ムともキビキビしたプレーでテンポ良い試合展開だった。

藤　原　元　気

本　間　義　康

岡　村　亮　太

合計

氏名

■審判：

安打

備考

三振


